
平成２０年度 数値震動台研究開発分科会 研究成果発表会

プログラム

主 催： 独立行政法人 防災科学技術研究所

Ｅ－ディフェンス・数値震動台研究開発分科会

開催日： 平成２１年６月１２日（金）

場 所： 世界貿易センタービル３階 Ａ会議室

（東京都港区浜松町二丁目４－１）
（入場無料：90名先着順、参加希望者は、①氏名、②所属・役職、

③連絡先住所・TEL・FAX・E-Mailを明記の上、６月５日までに

担当までお申し込み下さい。）

会場案内図

（第２期数値震動台）数値振動台の構築を目指した

構造物崩壊シミュレーション技術の開発と統合化

E-ディフェンス

兵庫耐震工学研究センター 担当：井根・巳原 TEL：0794-85-8952

お申し込み先 E-mail： b.janda@bosai.go.jp FAX：0794-85-8993

１３：３０～１３：４０ 開会挨拶 中島正愛 （防災科学技術研究所）

＜Ｅ－ディフェンス・数値震動台開発委員会・活動概要＞
１３：４０～１４：４０ 基調講演：これからの計算力学

矢川元基（東洋大学）
１４：４０～１５：２０ 数値震動台研究開発分科会活動概要

堀 宗朗（東京大学地震研）、各WG主査
休憩（３０分）

＜数値震動台研究開発分科会・WG活動の現状と将来＞
１５：５０～１６：２０ ＰＤＳ－ＦＥＭによる破壊進展解析

ー土木ＲＣ構造の崩壊過程の解析を目指してー
小国 健二（慶應義塾大学）

１６：２０～１６：５０ 建築鋼構造の高度崩壊解析
大崎 純（京都大学）

１６：５０～１７：２０ 都市の統合地震シミュレーションとビジュアライゼーション
堀 宗朗（東京大学地震研）

１７：１５～１７：２０ 閉会挨拶 堀 宗朗（東京大学地震研）

京都大学 家村教授提供

ＲＣ造橋脚実験モデル 東京大学 堀宗朗教授提供
３１Ｆ超高層建築モデル

都市災害シミュレーション

（東京２３区都市モデル）

東京大学 堀教授提供

東京大学 堀教授提供

４ＦＳ造実大実験モデル


